
集団操業形態事業報告
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沿岸漁業に従事する小型漁船が限られた行動範囲を基礎として、生産性の向上を企図するためには、ま

ず．科学技術を導入して，伝承の技術忙固執する低位孜生産性から脱却し．あわせて立地条件に即応した年

間操業形態を樹立し，沿岸漁場の生産力に最も適合した漁業の組合せを行って．経営の多角化を図れ更に

操業の集団化に上って．個々の経営体では坂力入れることのできない、生産技術を利用するとともに集団D

技能に上って、操業範囲を飛躍的に拡張せしめることが緊要をことである。

上記の趣旨のもとで本県が沿岸漁業振興対策の一環として．この事桑を坂少上げたのであるが，幸い各地

域とも漁業技術研究活動等が清発であり、沿岸漁業指導先達胞の癒塗と何時に集団操業の推進と合理的な年

J　聞操業形態を確立するため．舶掛ヒされている各研究グループを対象に、小集団中心船をもうけ．下記の通

りの計画でこの事業を実施することにした。

H　操業船の編成

（1）操業指導先通船

Jときわ′26．25智200甜菜城県水産試験場

（2）小集団中心船

飛　田　丸　179　甘　10IP

稲　川　丸　1－00　〝　1占　〝

久　徳　丸　　2．27　〝　10　〝

庄　玄　丸　1，59　〝　10　〟

オ5光神九　　　2．15　〝　15　〟

ノ 栄　　　九

膵　盛　九

大　利　丸

仙　昇　九

共　栄　丸

1．15　〝　　　占　〝

D．88　〝　　　5　〝

0．45　〝　　　5　〟

口．95　〝　　　占　〟

10．74　〟　　50　〝

大滞町漁業研究会

久慈丸小漁業研究会

大津漁業研究会

川尻漁業研究会

平潟漁集研究会

久慈町漁業研究余

部王囁漁業研究会

多賀町漁業研究金

平磯漁業研究全

会瀬漁業研究会

l⊃　実施要領

（1）操業指導先達船〝ときわ∫の任務並びに業務内等

集団操業形態の中で，常に各集団の動向を把瞳し．同時に漁場の変化推移等Kついて適切なる判断を

くだし．指尋先達船としての任に当るものである。

業務内零

細　この事業の主体と走る漁場が．未利用漁場．魚礁群を対象にしているので、′ときわ′は主に漁

場探索並びに調査を実施．この籍異を各中心船忙弘報すると同時に各小集団が．漁場移動を必要とす

る場合の誇導を行。
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動　漁期前漁場の漁海況を調査し．漁場構應上の諸要因を検討し．操業海区を決定する。

（C）漁場探索並びに調査のみで不充分な場合．適当に漁携操菓試験を実施する．

m　出漁中の連絡は定期として．二時間おきに実施．緊急な場合．常時送受信できるものとする。な

か各小集団の中継連絡も行う。

（2）小集団中心船の業務内容集団操業形態の中で、小集団内の先達船としての役割を呆すると同時に

′ときわ〝との連絡を密接に行い常に集団操業の中心船としての任に当るものである。

業務内容

¢）各小集団内の動向を把捜し，漁場調査と同時に漁携操業を突風この紘栗を常に小集団内の各般

に連絡し．無駄な操業のないエう各般を領導する。

但）〝ときわ打との連絡を密接におこなしヽ．自己集団各船の操業状況を通達すると同時に．〝ときわ′

情報を受信し、その内容を適切に検討し漁場動向を各船に連絡する。

灯）他案周との連絡を適宜実施しか互いに漁況等の公報につとめる。
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操業実繚

この事業は、昭和55年度から坂カあげられたが、同年は操業指導先達船∫ときわ′の敵造．並びに

小集団中心船の装備についやされ、54年度に入り、本格的な事業実施の運びとなった。当初何分始め

てのここうみであった関係上．僅々閉局も多く困難があったが、次牙に改善され7月下旬頃から組織的

に操業が行なわれるエうになってきた。そこで．これらの操業乗旗を時期別に記述してみると欠の通力

である。

6月1日一占月10日　対象漁業　サパー一本釣

〟とさあ〝の漁場調査と相携って，庄亥九を中心－こした川尻，金額地区の小集団約20身も常陸中

部海区，漁場表面水温15．D～18．5℃1．水凍108m～140m線で，小型サバ群を対臭に操業を実

施し，1隻1日平均200晦超の好成績を修めた。

また．飛田丸を中心にした大洗地区小集団約15隻は．鹿島隠中部海域表面水温1占．0－1ZOCで

大型サノミ群を対象に操業が行われ．成果を修めていた。

6月15日～8月18日　対象漁業　旋網

′ときわ・の海洋観測と同時灯実施した漁場調査探索把より、本県磯浜漁協∴波崎漁協旋網各般は鹿

島灘南部海区で」′メヂ．マグロ・の好漁獲をあげることが出来た。表面水温170～1鼠Oclケ銃

．平均漁獲4．000時漁場犬吠埼NNE55浬

8月21日一　占月25日　対象漁業　曳縄釣、刺網

常陸海区全般についての組合的な漁場調査を′ときわ・が中心と売って実施した。この鮭果稲川丸並

びに久徳丸集団は、この広報を重点にして、操業した結果ブリ曳織釣で好成績を修めた。

孜か中層流刑網漁法試験が、大津漁菜研究会と′ときわ・との共同で実施されたが．∫クラゲ′が多

く産網率は極めて低かった。この期間の漁場久慈沖15浬～大津沖28浬の範臥表面水温1ZO～

19．Ocブリ詳魚体1K伊～5晩

7月5日～7月12日　対象漁業：タイ一本釣

大挿平潟地区各般は、今年初めて福島県四ツ倉沖に出漁した。出漁期間中、時に7日四ツ倉沖40m

線海区表面水温20．□～15．Dcで小網の大漁があった。

1人当り10　晦収入10，000円軽度．なお期間全般的には梢々不振であった。

7月15日～　7月18日　対象漁業　ブリ刺網

大洗地区別網漁場の調査を〝ときわ〝で実施したが、成果を得るまでにいたらなかった。

7月21日～7月22El　対象漁業　イワシ旋網

イワシ旋網漁業を対象托した仙台湾周辺の漁期前独身調査を実施．各地域集団申代表5名が〝ときわ〝

陀乗船して行われた。この調査結果では漁況が例年に比較し沿岸部において．寒流水帯の強勢がみとめ

られた。したがって漁況も例年より梢々連れている模様である。

8月

沿岸部の漁業は．全般的に不振で．ただイワシを対象にした旋網煩と．水深10m－20m線の浅

海部に形成される天然魚礁を対象托した．スズキ一本釣が梢々好漁獲が見られていた程度で．当事業を

実施するまでにいたらず．特に′ときわ〝は水試独自の調査である。爆撃補依対米基礎盲宛査並びに原研

沖海洋調査を重点的に実施した一

9月15日、9月15日　対象漁業　一本釣

大洗沖水深120m一一150m海区の未利用漁場へ大洗町研究グループ中心船．飛田丸他10隻にエ

ー－4苧一・



るメバル・ソイを対象にした・新漁場調査を実施した○この括嵐時期的には有用な天然漁礁と考えられ

■鳥磯を数ケ処発見した．

10月15日～10月1占日　対象漁業　タイ一本釣

那珂乳平磯各集団の漁場である磯崎沖を中心にタイ一本釣の漁場調査を実胤この広報を行なった。

10月24日～10月25日　対象漁業　タイ一本釣

平磯研究グループ中心針山昇丸集団58隻の小タイ釣漁業の漁場を魚探検にり探索奇行レヽこの籍果

有用な漁群を探丸この広報を行h・各小集団の連絡を密托した鈷果．相当な成果があった。

漁場郡珂湊地先水深58～d5m表面水温15．5C

11月d日－11月9日

常陸海区各小集団中心船の要望に上り．現地協議会を兼ねて鴨場調査を実施した。

8日

川尻地区庄亥丸集団フグ延織漁場位置の確認と集団の指導奇行つも

ブ日

大津地区久徳丸集団の要望にエカ・′ナダガツオ∫の回訪状況の詞萱と沖合150m線サバ漁湯の調査

を実施

一平東地区光神丸集団の宴墓に上り、′サバ′並びに′タイ・¢ト本釣漁執こついて福島県四ツ倉周辺の

操業状況硬変を実施。

9日

帰港

12月18日－19日，12月21日－22日　対象漁業　刺網

多生町集団の要乱並びにプリ魚道詞査を兼ねて玖慈カガラ磯」周辺の漁場で実施した。

18日～19日

漁場会瀬地先　水深50m～55m

漁場中層流刑網低用反故50反　水温177C　漁獲なし

121日－22日

漁場東海村地先　水深45m～50m

漁法刺網他用反故50反　水温14．5こ　こ漁獲　プリ他50尾

1月5日　対象漁業　旋網

大洗郡珂湊地区旋網船団の出漁前の漁場調査並びに探索・を実施した。

1月12日～24日　対象漁業　刺網

玖意力タラ嘩」を対凝漁場としている常歴各集団の指導と魚道とを把短するため5回にわたる刺網

漁業操業を行った。
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慮1漁場磯崎沖水深40m～50m

底刺網　50反　タイ，ブリ他

慮2　久慈沖水深49～52m

底刺約　50庶　タイ，プリその他

慮5　会瀬沖水探55～d Dm

底刺網　50反　平日，その他

2月1日－5日　対象漁業　サパー本釣

大敵平軌川尻地区のサノミ一本釣集団の漁期前漁場探索を5日間にわた♪実施した。

この結果1喝昭高層沖水深12Dm－150m線表面水温14・8°下層水温15．0ロひ海区で有用な

サバ群を探丸試政操業の詰果・漁獲能率がエく・以来この海区で・各地区集団とも良好な成績を修め

てhた。

2月9日～10日　対象漁業　サパー本釣

川尻地区サパー本釣漁場の魚群探索並びに指感を実施した。

漁場は銅山沖から有戸沖の水深150m前後水温12．9－15．5℃であった。

各集団ともこの海区で硝々好成塀を修めた。この結果は集団操業の現地報告として録音され放送され
た。

5月2日－4日　対象漁業　沖メバル並び佗サバ一本釣

＿＿・5　ロー
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大洗地区を対数に沖合未利用漁場の探索並び机＼集団中心船と共同操業を実施した。

漁場探索では那珂湊沖正東線附近15Um、150m緑で未利用漁礁と想定されるもの数群を発見した

が操某の対象になるまでに・いたらなかった。こ（つため・共同操業でも中心船飛田九及び飛清九繋丸とも

成功する忙いたら払った。しかし未利用漁礁群がとの海区で発見されたことは・今後漁期的な問題と．
閑適させ沖合進出に希望がもてるここう折：たった。

5月7日～8日　対象漁業　サ／て一本釣

銅山沖に於けるサ／欄場のその後の動向を訴査・この飴煮を大乱平温川尻・各集団弘報した。
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